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昨

だ

天皇の真意は何だったのか
［開戦の詔書と機関説］
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かとう・ようこ 年生まれ。東京大教授(日本近代史)。著書「それでも、日本人は『戦争』を選んだ 戦争まで」など。

（
次
回
は
２
月

日
に
掲
載
）

年

月
８
日
が
旧
日
本
海
軍

の
真
珠
湾
奇
襲
か
ら

年
だ

っ
た
た
め
か
、
年
の
瀬
に
は

多
く
の
戦
争
関
連
番
組
が
放
映
さ
れ

た
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
再

現
映
像
部
分
で
片
岡
孝
太
郎
が
昭
和
天

皇
を
、
橋
爪
功
が
宮
内
庁
長
官
・
田
島

道
治
を
演
じ
た
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
「
昭
和
天

皇
が
語
る

開
戦
へ
の
道
」
だ
っ
た
。

番
組
で
は
、
田
島
が
１
９
４
９
年
か
ら

記
録
を
始
め
た
天
皇
と
の
対
話
録
「
拝

謁
記
」
と
、

年
か
ら
侍
従
長
を
務
め

た
海
軍
大
将
・
百
武
三
郎
の
日
記
を
す

り
合
わ
せ
て
、
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
を

立
体
的
に
描
き
出
し
て
い
た
。

新
渡
戸
稲
造
の
門
下
生
で
、
有
数
の

銀
行
家
だ
っ
た
田
島
を
、
新
憲
法
に
合

致
し
た
改
革
の
た
め
宮
中
に
送
っ
た
の

は
、
民
主
党
総
裁
の
芦
田
均
首
相
で
あ

っ
た
。
芦
田
の
当
初
の
思
惑
を
超
え
て
、

田
島
と
天
皇
と
の
間
に
は
深
い
信
頼
関

係
が
芽
生
え
、
そ
れ
故
、
時
に
田
島
は

諫
言
に
近
い
発
言
を
も
辞
さ
な
か
っ

た
。
そ
の
一
例
が

年
の
対
英
米
開
戦

時
の
宣
戦
の
詔
書
を
め
ぐ
る
問
答
で
あ

る
。
な
お
、

月
８
日
正
午
と
午
後
７

時
に
ラ
ジ
オ
で
実
際
に
流
さ
れ
た
詔
書

の
音
声
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
代
読
）
は
、

現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
戦
争
証
言
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
の
サ
イ
ト
で
試
聴
可
能
だ
。

田
島
と
天
皇
の
問
答
を
昨
年
末
に
刊

行
さ
れ
た
「
昭
和
天
皇
拝
謁
記
」
で
見

て
み
よ
う
。

年
２
月

日
、
田
島
は

天
皇
の
嘆
き
を
聞
か
さ
れ
る
。
詔
書
の

文
中
に
「
豈
朕
が
志
な
ら
ん
や
」
と
の

字
句
を
入
れ
、
自
ら
の
本
意
で
は
な
い

と
し
て
開
戦
へ
の
葛
藤
の
意
を
示
し
た

の
に
、
国
民
は
気
づ
い
て
く
れ
な
か
っ

た
と
の
嘆
き
だ
っ
た
。
対
す
る
田
島
の

答
え
は
手
厳
し
い
。
「
朕
が
志
な
ら
ん

や
」
と
の
文
句
は
宣
戦
の
詔
書
の
決
ま

り
文
句
で
、
日
清
、
日
露
戦
争
時
の
詔

書
に
も
あ
っ
た
、
と
。
開
戦
の
詔
書
が

天
皇
の
「
真
意
に
背
い
て
」
出
さ
れ
た

と
は
、
普
通
の
人
は
考
え
な
い
は
ず
で

あ
り
、
「
田
島
な
ど
も
そ
の
一
人
」
だ

っ
た
と
率
直
に
答
え
て
い
た
。田
島
は
、

戦
争
責
任
に
関
し
て
天
皇
が
幾
度
か
弁

明
的
に
述
べ
た
の
に
対
し
、い
つ
も「
残

念
と
思
ふ
｣(

年
３
月

日
)
と
記
す

よ
う
な
気
質
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、

年
の
こ
の
詔
書
を
実
際

に
書
い
た
人
々
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
史
料
か
ら
は
、
内
閣
官
房
総
務
課

長
・
稲
田
周
一
を
中
心
と
し
て
、
陸
・

海
・
外
務
３
省
の
局
長
ら
が
起
案
し
た

と
わ
か
る
。
内
閣
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ

る
詔
書
案
に
、
天
皇
が
東
条
英
機
首
相

に
注
文
を
つ
け
た
の
は
事
実
だ
っ
た
。

「
宣
戦
詔
書
草
稿
綴
」
と
い
う
史
料

中
の
草
案
の
一
つ
に
は
、
東
条
の
手
書

き
に
よ
る
「
英
国
皇
室
に
対
す
る
従
来

の
友
誼

断
腸
の
念
の
件
」
と
の
メ
モ

が
確
認
で
き
る
。
開
戦
に
あ
た
り
、
英

国
王
室
と
の
長
年
の
友
誼
を
憂
慮
し
た

天
皇
の
「
断
腸
の
念
」
を
詔
書
に
入
れ

よ
、と
の
指
示
が
下
僚
に
伝
え
ら
れ
た
。

対
応
し
た
の
は
課
長
の
稲
田
で
あ

り
、
日
清
、
日
露
戦
争
の
詔
書
の
言
葉

「
豈
朕
が
志
な
ら
ず
や
」
を
選
ん
だ
の

も
稲
田
に
他
な
ら
な
い
。
戦
前
に
統
治

権
の
総
攬
者
と
さ
れ
た
天
皇
が
、
開
戦

に
あ
た
っ
て
注
文
し
た
事
項
が
、
自
己

の
心
情
を
詔
書
に
書
き
込
む
だ
け
だ
っ

た
と
は
驚
き
だ
。
こ
こ
で
、
人
間
の
行

動
を
律
す
る
倫
理
を
二
つ
に
分
け
た
社

会
学
者
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の

議
論
を
思
い
出
す
の
は
無
駄
で
は
な
か

ろ
う
。
一
つ
は
心
情
倫
理
で
、
正
し
い

意
図
と
動
機
に
裏
づ
け
ら
れ
た
行
動
を

促
す
。
い
ま
一
つ
は
責
任
倫
理
で
、
予

見
し
う
る
結
果
へ
の
責
任
を
痛
切
に
感

じ
た
行
動
を
促
す
。
昭
和
天
皇
を
、
彼

が
責
任
倫
理
で
動
く
人
間
で
は
な
か
っ

た
と
批
判
す
る
の
簡
単
だ
。

が
、

年
に
起
き
た
天
皇
機

関
説
事
件
の
争
点
が
何
だ
っ

た
か
を
考
え
る
と
、
事
態
は

い
ま
少
し
複
雑
だ
っ
た
と
判
明
す
る
。

帝
国
議
会
で
機
関
説
批
判
の
火
蓋
を
切

っ
た
人
物
に
、
在
郷
将
官
で
衆
院
議
員

の
江
藤
源
九
郎
が
い
た
。
江
藤
の
機
関

説
批
判
は
か
な
り
巧
妙
な
も
の
だ
っ

た
。江
藤
は「
（
開
戦
と
い
う
と
き
に
）

国
民
が
、
い
や
今
度
は
戦
な
ん
か
出
来

な
い
と
言
っ
て
、
此
詔
勅
に
対
し
て
非

議
論
難
」
し
て
も
よ
い
の
か
と
斬
り
込

ん
だ
。
天
皇
機
関
説
を
唱
え
た
美
濃
部

達
吉
は
、
明
治
憲
法
の
意
義
を
、
天
皇

大
権
を
行
使
す
る
際
、
実
際
に
は
天
皇

に
代
わ
り
全
責
任
を
負
う
国
務
大
臣
の

創
出
に
見
て
い
た
。
だ
か
ら
、
天
皇
の

言
葉
‖
詔
書
を
、
国
民
は
自
由
に
批
評

で
き
る
と
主
張
し
た
。
江
藤
は
、
こ
れ

を
と
ら
え
て
、
開
戦
の
詔
書
に
国
民
が

反
対
し
だ
し
た
ら
国
は
ど
う
な
る
か
と

危
機
を
あ
お
っ
た
。

美
濃
部
が
説
い
た
の
は
立
憲
政
治
、

具
体
的
に
は
民
衆
的
政
治
、責
任
政
治
、

法
治
政
治
の
重
要
性
だ
っ
た
。
一
方
で

美
濃
部
は
、
君
権
万
能
論
者
の
主
張
を

こ
う
反
ば
く
し
て
い
た
。
天
皇
の
言
葉

を
絶
対
と
す
る
国
体
論
の
主
張
を
吟
味

す
れ
ば
、
そ
の
実
態
は
常
に
「
官
僚
的

専
制
政
治
」
に
帰
着
す
る
と
。

詔
書
へ
の
批
判
を
許
す
機
関
説
は
危

険
だ
と
の
江
藤
の
扇
動
は
効
果
を
発
揮

し
、軍
部
、在
郷
軍
人
、
野
党
政
友
会
、

右
翼
ら
の
攻
撃
に
屈
し
た
内
閣
は
、
機

関
説
に
基
づ
い
た
書
物
を
発
禁
処
分
に

し
た
。
国
家
が
一
つ
の
学
説
を
葬
っ
た

だ
け
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

機
関
説
の
真
の
争
点
は
、
立
憲
政
治
を

選
ぶ
の
か
、
官
僚
専
制
政
治
を
選
ぶ
の

か
の
攻
防
に
あ
っ
た
。
開
戦
の
詔
書
を

め
ぐ
る
天
皇
の
葛
藤
は
、
機
関
説
敗
北

後
の
地
平
を
前
提
と
し
た
、
言
葉
の
戦

い
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。


